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『全適の可決』

悪化すれば罷免される覚悟で取り組まねばなりません。

■市民からの支持
　ひとつだけ説明しておきたいのは、加西病院もそう

である「公営企業」の性質です。公営企業は通常の企

業と異なり、利潤の追求を第一義として設立されるも

のではありません。黒字を出すことが目的ではないの

です。あくまでも『公共の福祉の実現』が第一義です。

　経営改善のために、市民の生活環境が大きく損なわれ

る医療再編まで行うのは本末転倒です。それを避ける

ために市の一般財源から繰り出しが制度化されており、

繰り出しには国からの交付税が手当てされています。繰

り出しは赤字補填とは似て非なるものです。とは言え、

公立病院が赤字体質化しやすい構造もここにあります。

加西病院が発展を続け安心な市民生活を支えるために

は、市民の方々にしっかりと病院を利用して頂き医業

収入を確保する必要があります。

　日本全国で存亡の危機に瀕する自治体病院が増加し

ています。自治体病院は市民に支持されなければ存続

可能な経営は出来ません。また市民に支持されなけれ

ば存続する価値もありません。加西病院が市民の生活

を支えるために、病院と市民がお互いを大切にし合う

関係が何よりも大切であると考えます。　　（	病	院	長	）

　9月市議会で、加西病院を地方公営企業法の全部適用

とする条例が可決されました。手続きを経て 12月より

施行される予定です。

■全適とは
　全部適用（略して全適）については、このコーナー

の4月号、5月号にも紹介しました。もう一度まとめま

すと、加西病院はこれまで、自治体病院の運営を規定

する地方公営企業法の「財務に関する規定」だけが適

用されてきました（つまり一部適用）。これは、病院が『公

共の福祉を実現するため常に企業としての経済性を発

揮する』上で、財務管理のみ扱えることを意味します（逆

に言うと財務管理しか権限がない）。

　一方、経済性を発揮するためには弾力的な運用が必

要です。「組織に関する規定」・「職員身分に関する規定」

が運用する上の権限ですが、加西病院には適用されて

きませんでした。そのため病院を適切に運営し経営す

る責任の所在が不明確な状態でした。

　全適によりこれらの権限が事業管理者に与えられま

す。当然のことですが、権限は責任を伴います。病院経

営が上手くいかなければ責任者は罷免され得ます。今

回、事業管理者には院長の私が就く予定です。任期中、

病院の運営が上手く行って経営改善すれば良いが、経営

女性特有のがん検診推進事業

【問合先】　国保健康課☎㊷8723

市立加西病院では、「市民の皆様と共に歩む病院づくり」を目指して、医師が直接街角に
出向き医療講話を行う「まちかど医療指南」を行っています。お気軽に立ち寄りください。
日時：10 月 29 日（木）16:00 ～ 16:30　　講話：「感染症を知ろう」山邊院長
場所：イオン加西北条ショッピングセンター 1Ｆ（コスモスコート）

■第 2 回まちかど医療指南の開催

■町ぐるみ健診の日程追加のお知らせ
　平成 21 年度の町ぐるみ健診を、従来の日程に 1日加え、下記の日程で実施します。
　申込書は、各公民館、ＪＡ支店窓口、アスティアかさい、健康福祉会館にも置いています。内容をご確認の上、記
入漏れのないようお申し込みください。また、検診を受けていない子宮がん無料クーポン券対象の方は、この機会に
お申し込み下さい。なお、実施する健診は、子宮がん検診・特定基本健診のみです。

日　　程：平成 22 年 1月 22 日（金）受付 8:30 ～ 11:30（子宮がん検診は 8:30 ～ 11:00）
健診会場：ＪＡ兵庫みらい本店（農協会館）
申込期日：12 月 4日（金）まで
問 合 先：国保健康課☎㊷ 8723

　21 年度補正予算が国会で成立し、女性特有のがん検診推進事業が開始されています。対象の方にはすでに 8月末にが
ん検診の無料クーポン券と検診手帳、クーポン使用可能な検診についてのお知らせを郵送しておりますが、10 月１日よ
り、クーポン使用可能な検診機関（市外）が追加されました。
　市外のクーポン使用可能な検診機関については、市ホームページをご覧いただくか、または市国保健康課までお問合
せをお願いします。ただし、いずれの機関でも、申込み状況等により受診できない場合がありますので、ご注意ください。
※できる限り、既にお知らせしております、市内での検診をご利用いただくようよろしくお願いします。

■北播磨内の主な追加医療機関

市町 医療機関名 電話 可能な検診
西脇市 市立西脇病院 0795-22-0111 子宮がん・乳がん

うつのみや産婦人科 0795-23-8888 子宮がん
遠藤産婦人科 0795-22-4135 子宮がん
大山病院 0795-28-3773 乳がん

加東市 加東市民病院 0795-42-5511 子宮がん・乳がん
多可町 中町赤十字病院 0795-32-1223 子宮がん・乳がん

※必ず事前の予約が必要です。医療機

　関へ電話でお申込ください。 ポリオ予防接種を受けましょう

【問合先】　国保健康課☎㊷8723

　ポリオ（急性灰白髄炎）はポリオウイルスによる感染症で、感染すると手足の運動麻痺による後遺症を残すことがあ
る病気です。下記対象者は、ポリオ予防接種を受け予防に努めましょう。

対象者 生後 3 か月～ 90 か月（7 歳半）未満の児
接種回数 41 日（6 週間）以上の間隔をあけて 2 回接種
接種日 10 月 27 日（火）　九会・在田・西在田・多加野地区

11 月 9 日（月）　富田・賀茂・下里・富合地区
11 月 12 日（木）　北条地区
11 月 16 日（月）　未接種児
受付時間 13:00 ～ 13:45

接種場所 健康増進センター
必要物品 母子健康手帳・予診票（ペンで記入）・体温計

※接種者が 1 日に集中しないよう地区を分けて

　いますが、児の体調に合わせ都合のよい日に

　お越しください。

※予防接種を受ける前に、必ず冊子『予防接種

　と子どもの健康』を読んで下さい。

新型インフルエンザワクチンについて

【問合先】　国保健康課☎㊷8723

　今般流行している「新型インフルエンザ（A型H1N1）」は、
患者が比較的軽症で回復しているなど、季節性インフルエ
ンザと類似している点が多いとされています。
　しかし、一部重症化する事例も報告されており、発生
をできる限り減らして健康被害を最小限にとどめること
を目的に、国の指針に基づき予防接種の実施が計画され
ています。
　現段階で決定している内容は次のとおりです。具体的
な接種方法（接種できる医療機関、生活保護世帯・非課
税世帯者等の負担軽減方法等）は決定次第、市ホームペ
ージ・広報等でお知らせいたします。

■対象者及び接種予定時期（国が示す標準的スケジュール）
優先対象者（数字は優先順位を表します）

①インフルエンザ患者の診療に従事する医療従事者・救
　急隊員　10 月下旬～
②妊婦及び基礎疾患を有する者　11 月～
③１歳～小学校 3年生に相当する年齢の者　12 月中旬
④１歳未満の小児の保護者、優先接種対象者のうち予防
　接種が受けられない者の保護者等　1月以降
その他
小学校 4～ 6年生、中学生、高校生に相当する年齢の者、
高齢者　1月以降

※上記以外の方については、優先対象者等への接種状況等
を踏まえて対応が検討されます。料金：1回目の接種 3,600 円

　　　2回目の接種 2,550 円（1回目と異なる医療機関で
接種の場合は 3,600 円）

第 1 回まちかど医療指南での山邊院長

※基礎疾患を有する者に該当するかは「かかりつけ医師」
に確認して下さい。




